
 

 

 

 朝夕は，秋の冷え込みを感じる季節になりました。秋は「読書の秋」とも言

います。今は読書をするには，とても良い季節です。ご家庭で，じっくり読書

に取り組める時間をとっていただけたらうれしく思います。 
さて，室町小学校では評価をいかして学校改善を図る取組をしています。 

 Plan（計画）→Do（実行）→See（分析・評価）→Action（次なる行動） 

 上の分析・評価を 

① 保護者や地域の皆様からのアンケート 

② 児童からのアンケート 

③ 教職員の自己評価 

３つから行い，次なる行動へ生かしていきます。①については，8 月 31 日の

学校だよりでお知らせしております。今回は②の児童からのアンケートの結果

をお知らせいたします。また③の教職員の自己評価も間もなく整理が終わりま

すので，近々お知らせできるかと思います。 

 

N0.1 今学校や学級は楽しいですか。 

評価 A B C D 

割合（％） 40% 50% 7% 3%

保護者からのアンケート 57% 40% 2% 1%

 

 

NO.2 友だちと仲良く協力して学級の活動をしていますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 36% 48% 15% 1%

保護者からのアンケート 39% 54% 7% 0%

 

 

N0.３ 学習中発表がよくできていますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 23% 37% 35% 5%

保護者からのアンケート 14% 67% 19% 0%
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A と B の割合をたすと９０％

子どもたちは，おおむね楽しい

学校生活を送っています。 

保護者からのアンケートと比べ

ると C・D の割合が高くなって

います。目指す子ども像の一つ

やさしい子になれるよう指導を

徹底していきます。 

C・D の割合が極めて高く，ま

だまだ子どもたち自身，発表が

できていないと感じています。

授業の中で，しっかり発表でき

る場面をつくっていきます。 



NO.4  学習（授業）はよくわかりますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 42% 50% 7% 1%

保護者からのアンケート 24% 59% 11% 2%

 

N0.5 先生にいろいろなことを話しますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 23% 44% 28% 4%

 

NO.６ 先生は自分たちのことをよくわかって 

くれていると思いますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 37% 51% 10% 2%

 

N0.７ すすんで挨拶をしていますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 48% 40% 25% 2%

保護者からのアンケート 21% 51% 25% 1%

 

NO.８ 早寝・早起き・朝ご飯など規則正しく生活していますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 34% 41% 20% 4%

保護者からのアンケート 37% 47% 15% 1%

 

N0.９ 家でしっかり学習したり読書したりしていますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 44% 34% 17% 5%

保護者からのアンケート 21% 43% 31% 3%

 

NO.１０ 学年目標や学級目標に向かって努力していますか。 

評価 A B C D 

割合（％） 29% 49% 19% 3%

保護者からのアンケート 30% 54% 15% 0%

A:大変よくできている。 

B:できている。 

C:少しできていない。 

D:できていない。 

授業については，A・B 合わせる

と９２％の子どもがよく分かっ

ていると回答しています。 

よく分かっているのに，発表が 

できていないのが課題と考えら

れます。 

NO5 と NO６の C・D の値を比べ

てみると，先生に話をする機会は少

ないが分かってくれているという

結果が出ています。日記やあのね帳

の指導などでも児童理解につとめ

ていると考えられます。 

保護者からのアンケート結果と比

べると，A のよくできていると答

えた子どもは４８％で，ほぼ 2 人

に 1 人はよくできているという結

果がでました。 

C・D の割合が下がるよう，ご家庭

での声かけや働きかけをお願いし

ます。 

保護者からのアンケートと比べる

と，子どもたちはできているとい

う意識が強いようです。 

引き続き，学年や学級の目標を意

識させながら，個に応じた指導を

徹底していきます。 


